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１．はじめに
　民間流通制度への移行当初（2000年）は，北海
道産小麦の生産増により供給が需要を大きく上回
る事態となってしまいました。ところが，平成27

（2015）年産は，過去最高の生産量（全国で100万ト
ン）にもかかわらず，需要が供給を上回る状況が続
いています。こうした事態となった要因を，主産地
ごとに，近年の新たな動きも踏まえて解明しまし
た。その中で，わが国の小麦のフードシステムにお
ける各主産地産の小麦の位置付けを明確化し，今
後，国内産小麦の需要を引き続き拡大させ，それに
対応していくために取り組むべき中長期的な課題に
ついて考察します。

２．各主産地における小麦の生産動向
　民間流通制度が導入された2000年度以降，北海道
で生産されている品種が大きく変わり，北関東４県
でも長らく生産の大宗を占めていた古い品種から新
品種への転換が急速に進展し，新たな品種が次々に
導入されてきました。九州北部４県でも，古い品種
が残ってはいるものの，品種転換が徐々に進展して
います。
　特に，北海道では，中力系の「ホクシン」から「き
たほなみ」への全面転換に加えて，強力系の「ゆめ
ちから」の導入・増産，同じく強力系の「春よ恋」
の増産により，外国産と品質面で遜色のない品種が
中力系小麦，強力系小麦双方で揃ったことになりま
す（第１図）。
　また，九州北部４県（福岡，佐賀，大分，熊本）
でも，中力系小麦の「チクゴイズミ」が全県で生産

されているのに加えて，強力系小麦において，「ミ
ナミノカオリ」が４県すべてで生産されるように
なっており，中力系小麦だけでなく，強力系小麦で
も品種の統一が進みつつあります。
　北関東４県（群馬，栃木，茨城，埼玉）でも，中
力系小麦では，全県で共通する品種として「さとの
そら」への転換が行われました。他方で，強力系
小麦については，各県でそれぞれようやく生産が
始まった段階にあり，作付品種も４県でそれぞれ異
なっている点が課題となっています。

３．主産地ごとに異なる国内産小麦のサプ
ライチェーンの特徴

　小麦のサプライチェーンでは，北海道産，九州北
部４県産，北関東４県産いずれも，使用される場所
や使用する実需者が異なっています。北海道産小
麦は，80％弱が北海道外（首都圏だけでなく関西
圏，中部圏も高い割合）に移送されて製粉され，主
に大手２次加工メーカーが全国展開する製品の原料
として使われています。他方で，九州北部４県産小
麦の約70％が九州内で製粉され，主に九州内の中小
２次加工メーカーによって使用されてきました。こ
れらに対して，北関東４県産小麦の多くが関東内で
製粉され，大手製粉企業を中心に外国産とブレンド
され，主に大手２次加工メーカーの製品の原料とし
て使われてきました。そして九州北部４県，北関東
４県では，地元の中小２次加工メーカーが大手との
差別化を図るために地元産小麦の使用に積極的であ
り，それを地元の中小製粉企業が地元産小麦を使っ
た小麦粉を供給することで支えています。これに対
して，北海道では地元の中小製粉企業がそれぞれ北
海道産小麦を積極的に使用した小麦粉を製造してい
ますが，販売先は北海道外のウエイトが高くなって
います。
　このように，2014年時点では，国内産小麦につい
ては，主産地ごとに販売先である程度棲み分けがで
きていました。しかし，今後，各主産地での品種転
換を受けて，次第に小麦の生産量が増えてくると，
国内産と外国産の競合関係が強まる中で，これまで
棲み分けていた３主産地間の競合関係も強まるもの
と考えられます。
　また，こうした需要の変化に合わせて，それぞれ
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主産地ごとに異なる形で形成されていた国内産小麦
のサプライチェーンも，より広域なものに変わって
いくことが求められると考えられます。

４．主産地産ごとに見た国内産小麦の近年
の消費動向

　北海道産では，強力系小麦の増産等により，「国
内産小麦使用」表示製品が，うどんから冷やし中
華，ラーメン，パンへと製品の種類でも拡大してい
ます（第１表）。まだ大きなシェアを占めるにはい
たっていませんが，国内産小麦を100％使用した食
パンの販売額の推移をみると，新製品が登場する度
に国内産小麦100％使用の食パン市場が拡大してい
ます（第２図）。
　他方，九州北部４県産小麦は，独自の食感を出せ
る「チクゴイズミ」や「ミナミノカオリ」は，九州
内だけでなく，首都圏，関西圏でも使用されるな
ど，国産志向の強い消費者向け需要を確保していま
す。ラーメン用に開発された「ラー麦」の需要も着
実に拡大しています。
　これらに対して，北関東４県産「さとのそら」は，
単に外国産小麦とのブレンドで使用されるだけでな
く，単独での使用の拡大も期待されています。北関
東各県で生産され始めた強力系小麦も徐々に用途が
広がっています。
　このように，国内産小麦の積極的な利用が増加
しているため，平成27（2015）年産が豊作にも関
わらず過剰は発生しませんでした。その後，平成
28（2016）年産の北海道産，九州産小麦の不作見込
みもあって，多くの産地銘柄で，品薄感から平成29

（2017）年産の入札価格が上昇しており，供給を需
要が上回る逆ミスマッチ状態になっています。

５．国内産小麦の需要拡大に向けた中長期
的な対応方向

　今後の少子・高齢化の進展により，中長期的には
小麦の全体需要の減少が見込まれる中で，日本全体
で，国内産小麦の需要の維持・拡大のためには，国
内産小麦の使用割合が大きい中力系小麦から小さい
強力系小麦への転換を進める必要があります。中長
期的な視点に立てば，大手の製パンメーカーや製麺
企業のニーズに対応するためには，北海道におい
て，強力系小麦の増産を優先させていく必要があり
ます。その場合，根強い需要がある北海道産「きた
ほなみ」の生産減少を，外国産小麦との代替ではな
く，九州北部４県や北関東４県等での中力系小麦の
増産で埋めることができれば，国内産中力系小麦に
対する需要を拡大させられる可能性があります。そ
のためには，北海道外で使用されている「きたほな
み」と代替で使用できるような高品質の中力系小麦
の生産を北海道外の産地で拡大させることが重要で

す。また，北海道産「ゆめちから」を北海道外の産
地の中力系小麦とブレンドすることで，パンや中華
麺において，地元産小麦を使用し，そのことを表示
した製品の生産が可能になりました。
　以上を踏まえれば，中長期的には日本全体で国内
産小麦への需要を俯瞰して，各主産地が競合関係を
強めるのではなく，連携して，限られた量の国内産
小麦をそれぞれの特性を踏まえて有効に使って需要
に応えていくという視点も重要になってくると考え
られます。
　また，今後，パン用，中華麺用での国内産小麦の
積極的使用，ブレンド使用による需要の増加も期待
されることから，今後は，製粉企業による，パン，
中華麺での国内産小麦使用のためのⅰ）製粉技術の
向上，ⅱ）ブレンドや使用ノウハウの蓄積，ⅲ）２
次加工メーカーや外食事業者への技術サポートの充
実等も重要になってくると考えられます。
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第1表　生麺、ゆで麺（チルド）販売金額ランキング(首都圏、2015年）

　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位：％）

製品の種類・製造企業の規模・産地表示
販売金額
シェア

焼そば大手製品（国内産小麦使用表示なし） 10.3
うどん大手製品（北海道産小麦使用表示あり） 3.3
そば大手製品（国内産小麦使用表示なし） 2.9
冷やし中華大手製品（国内産小麦使用表示なし） 2.2
ラーメン大手製品（北海道産小麦使用表示あり） 1.5
冷やし中華大手製品（国内産小麦使用表示あり） 1.4
うどん大手製品（国内産小麦使用表示あり） 1.4
うどん大手製品（国内産小麦使用表示あり） 1.3
焼きうどん大手製品（国内産小麦使用表示なし） 1.2
うどん大手製品（国内産小麦使用表示あり） 1.2
焼そば大手製品（国内産小麦使用表示あり） 1.2
つけ麺大手製品（国内産小麦使用表示なし） 1.0
焼そば大手製品（国内産小麦使用表示なし） 1.0
うどん大手製品（国内産小麦使用表示あり） 0.9
ラーメン大手製品（北海道産小麦使用表示あり） 0.9

41.3

資料：日経メディアマーケッティング社による首都圏スーパーマーケット等108店
　　におけるPOSデータに基づき筆者が集計。
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資料：日本経済新聞デジタルメディア社による首都圏スーパーマーケットなど100店舗におけるPOSデータより筆者が集計。

注：食パンのうち、国内産小麦を100％使用していることが明らかな製品のみ計上した。菓子パン、テーブルパンは含んで

いない。

第２図 国内産小麦100％使用の食パンの販売額の推移（首都圏）
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第２図　国内産小麦100％使用の食パンの販売額の
推移（首都圏）

資料：	日本経済新聞デジタルメディア社による首都圏スーパーマー
ケットなど100店舗におけるPOSデータより筆者が集計．

注．�食パンのうち，国内産小麦を100％使用していることが明ら
かな製品のみ計上した．菓子パン，テーブルパンは含んで
いない．

第１表　生麺，ゆで麺（チルド）販売金額ランキン
グ（首都圏，2015年）� （単位：％）

順位 製品の種類・製造企業の規模・産地表示 販売金額
シェア

1 焼そば大手製品（国内産小麦使用表示なし） 10.3
2 うどん大手製品（北海道産小麦使用表示あり） 3.3
3 そば大手製品（国内産小麦使用表示なし） 2.9
4 冷やし中華大手製品（国内産小麦使用表示なし） 2.2
5 ラーメン大手製品（北海道産小麦使用表示あり） 1.5
6 冷やし中華大手製品（国内産小麦使用表示あり） 1.4
7 うどん大手製品（国内産小麦使用表示あり） 1.4
8 うどん大手製品（国内産小麦使用表示あり） 1.3
9 焼きうどん大手製品（国内産小麦使用表示なし） 1.2
10 うどん大手製品（国内産小麦使用表示あり） 1.2
11 焼そば大手製品（国内産小麦使用表示あり） 1.2
12 つけ麺大手製品（国内産小麦使用表示なし） 1.0
13 焼そば大手製品（国内産小麦使用表示なし） 1.0
14 うどん大手製品（国内産小麦使用表示あり） 0.9
15 ラーメン大手製品（北海道産小麦使用表示あり） 0.9
上位15製品の売上高に占める国内産小麦使用表示のある製品
のシェア 41.3

資料：	日経メディアマーケッティング社による首都圏スーパーマー
ケット等108店におけるPOSデータに基づき筆者が集計.
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概要



文書のアクセシビリティの完全性を損なう可能性がある問題点が検出されました。





		手動チェックが必要: 1



		手動チェックに合格: 1



		手動チェックに不合格: 0



		スキップ: 1



		合格: 26



		不合格: 3







詳細レポート





		文書





		ルール名		ステータス		説明



		アクセシビリティ権限フラグ		合格		アクセシビリティ権限フラグの設定が必要



		画像のみの PDF		合格		文書が画像のみの PDF ではない



		タグ付き PDF		合格		文書がタグ付き PDF である



		論理的な読み上げ順序		手動チェックに合格		文書構造により論理的な読み上げ順序が決まる



		優先言語		合格		テキスト言語の指定



		タイトル		合格		文書のタイトルがタイトルバーに表示されている



		しおり		合格		大きい文書にしおりが存在する



		色のコントラスト		手動チェックが必要		文書の色のコントラストが適切である



		ページコンテンツ





		ルール名		ステータス		説明



		タグ付きコンテンツ		合格		すべてのページコンテンツがタグ付けされている



		タグ付き注釈		合格		すべての注釈がタグ付けされている



		タブの順序		不合格		タブの順序と構造の順序が一致している



		文字エンコーディング		合格		確実な文字エンコーディングの指定



		タグ付きマルチメディア		合格		すべてのマルチメディアオブジェクトがタグ付けされている



		画面のちらつき		合格		ページで画面のちらつきが発生しない



		スクリプト		合格		アクセシブルではないスクリプトなし



		時間制限のある応答		合格		ページが時間制限のある応答を必要としない



		ナビゲーションリンク		合格		ナビゲーションリンクが繰り返し使用されていない



		フォーム





		ルール名		ステータス		説明



		タグ付きフォームフィールド		合格		すべてのフォームフィールドがタグ付けされている



		フィールドの説明		合格		すべてのフォームフィールドに説明がある



		代替テキスト





		ルール名		ステータス		説明



		図の代替テキスト		不合格		図に代替テキストが必要



		ネストされた代替テキスト		合格		読み上げられない代替テキスト



		コンテンツに関連付けられている		合格		代替テキストはいくつかのコンテンツに関連付けられている必要がある



		注釈を隠している		合格		代替テキストが注釈を隠していない



		その他の要素の代替テキスト		合格		代替テキストが必要なその他の要素



		テーブル





		ルール名		ステータス		説明



		行		合格		TR が Table、THead、TBody または TFoot の子である必要がある



		TH と TD		合格		TH と TD が TR の子である必要がある



		ヘッダー		不合格		テーブルにヘッダーが必要



		規則性		合格		テーブル内の各行の列数と各列の行数が同じである必要がある



		概要		スキップ		テーブルに概要が必要



		箇条書き





		ルール名		ステータス		説明



		箇条書き項目		合格		LI は L の子である必要がある



		Lbl と LBody		合格		Lbl と LBody は LI の子である必要がある



		見出し





		ルール名		ステータス		説明



		適切なネスト		合格		適切なネスト
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